
化学科ご担当先生
令和元年 12 月

数研出版株式会社

令和元年度用高等学校教科書「改訂版 化学基礎／化基 319」　記述の更新等に関するお知らせ

常日頃は弊社書籍をお使いいただき，厚く御礼申し上げます。下記の 3点につきまして，文部科学省に更新の申請を行い承認されましたので，
令和 2年度供給の教科書より記述を更新いたします。教科用図書検定規則に基づき更新をお知らせいたします。
　①SI 基本単位の定義が令和元年 5月に改定されたことを受けまして，記述を更新します。
　② 2019 年のノーベル化学賞に吉野彰氏ら 3名が選ばれたことを受けまして，記述を更新します。
　③日本工業規格の名称が日本産業規格に変更されたことを受けまして，記述を更新します。
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2 物質量
A アボガドロ数と物質量
　銅 4gを空気中で加熱すると，酸素約
1gと反応して酸化銅（Ⅱ）約 5gが生じ
る。このときの酸素の「1g」や酸化銅（Ⅱ）
の「5g」などの質量はおおよその値で，
正確には非常に細かい値になる。
　一方，この反応は，図 3のように，銅原子 2個に対して酸素分子 1個
の割合で起こる反応であり，この「2個」や「1個」は正確な値である。
　このように，化学変化における量の関係を正確に表すには，質量や体
積よりも，個数を使ったほうが便利なことが多い。しかし，身のまわり
の物質の量を粒子の個数で表すと，数が大きすぎて扱いにくい。
　そこで，化学では，質量数 12の炭素原子 12

6C 12g中に含まれる原子
の数 6.02×1023個（この数をアボガドロ数という）を 1まとまりとして扱う。
このようにして表した物質の量を 物質量 といい，その単位記号には 

m
モル
ol を用いる。すなわち，1molとは 6.02×1023個の粒子の集団を表し
ている。
　なお，アボガドロ数は次式のように求められる。

12g
12

6C原子 1個の質量〔g〕＝ 12g
1.9926×10－23g

 ＝ 6.02×1023

　1mol当たりの粒子の数 6.02×1023/molを 

アボガドロ定数 といい，記号 NAで表す。
一般に，物質量と粒子の数には次の関係が成りたつ。

物質量

Avogadro's number

1

amount of substance2

●▶ p.112  Zoom物質量

単位

Avogadro constant

2Cu ＋ O2 → 2CuO

O2

Cu

Cu

OCu

OCu

●⬆図 3　銅と酸素の反応

/mol（毎（まい）モル）

「1mol当たり」を意味する。
単位

物質量と粒子の数の関係

物質量〔mol〕 ＝ 粒子の数
6.02×1023/mol

……原子 ･分子 ･イオンなどの数
……アボガドロ定数 NA

mol

個

L g

正確な値は 6.022140857×1023である。本書の問題では 6.0×1023 を用いる。
物質の量を「mol」という単位を使って表す方法（6.02×1023個を 1まとまりとして表す方法）は，
鉛筆 12本を 1ダースという単位で表す方法に似ている。「物質量とmol」は『物理量と単
位』の関係で，「長さとm」，「質量と kg」の関係と同じである。
物質量と粒子の数・質量・気体の体積との関係を表す図（●▶ p.114）。
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　このように，化学変化における量の関係を正確に表すには，質量や体
積よりも，個数を使ったほうが便利なことが多い。しかし，日常的に取
り扱う物質の量を粒子の個数で表すと，とても大きな数となって扱いに
くい。
　そこで，化学では，物質の量を表すのに 物質量 という単位（単位記号：
m
モル
ol）を用いる。1mol当たりの粒子の数を アボガドロ定数 NA といい，
次式のように定義されている。
　　NA＝ 6.02×1023/mol

　つまり，物質 1molは 6.02×1023個の粒子
から構成されている。

　一般に，物質量と粒子の数には次の関係が成りたつ。
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単位
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「1mol当たり」を意味する。
単位

物質量と粒子の数の関係

物質量〔mol〕 ＝ 粒子の数
6.02×1023/mol

……原子 ･分子 ･イオンなどの数
……アボガドロ定数 NA
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物質の量を「mol」という単位を使って表す方法（6.02×1023個を 1まとまりとして表す方法）は，
鉛筆 12本を 1ダースという単位で表す方法に似ている。「物質量とmol」は『物理量と単
位』の関係で，「長さとm」，「質量と kg」の関係と同じである。
正確な値は 6.02214076×1023/molである。本書の問題では 6.0×1023/molを用いる。
以前は，質量数 12の炭素原子 12

6C 12g中に含まれる原子の数を 1molとしていた。
物質量と粒子の数・質量・気体の体積との関係を表す図（●▶ p.114）。
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　物質量は粒子の数の集団を
表すので，物質量を用いると
きには，着目する粒子が何か
を明らかにする必要がある。
　例えば，「酸素原子 O 1mol」
は，Oが 6.02×1023個の集団で
あるが，「酸素分子 O2 1mol」
は，O2が 6.02×1023個の集団で
ある（つまり，酸素原子 Oは 2倍の 12.04×1023個）。ただし，ふつう「酸素
1mol」といえば，酸素分子 O2 1molのことをさす。

（1） 炭素原子 1.8×1023個の物質量は何molか。　
（2）  水素分子 3.0molは，何個の水素分子から構成されているか。
（3）   二酸化炭素 0.75molに含まれる二酸化炭素分子の数は何個か。また，

酸素原子の数は何個か。

B 物質量と質量
　原子量や分子量，式量は，炭素原子 12

6Cの質量を 12としたときの相
対質量であることを学んだ。例えば，アルミニウム Alの原子量 27は，
12

6C原子 1個の質量を 12としたときの Al原子 1個の質量が 27である
ことを意味している。この質量の比は，粒子 100個の集団で考えても，
6.02×1023個の集団（1mol）で考えても同じである。
　一方，アボガドロ数 6.02×1023は，12

6C原子 12gに含まれる原子の数
であるから，12

6C原子 6.02×1023個の集団（1mol）の質量は 12gである。
したがって，Al原子 6.02×1023個の集団（1mol）の質量は 27gとなる。
　つまり，粒子をアボガドロ数個（6.02×1023個）集めた集団，すなわち
1molの質量は，原子量・分子量・式量の数値に gをつけた値になる。
　また，物質を構成する粒子 1mol当たりの質量を モル質量 といい，
原子量・分子量・式量の数値に単位 g/molをつけて表される。

●▶図 4

問 4

●▶ p.104表 2

酸素分子O2が 6.02×1023個

酸素原子Oが 6.02×1023個

酸素原子Oは 12.04×1023個

酸素原子O 1mol

酸素分子O2 1mol

●⬆図 4　酸素原子 1mol と 酸素分子 1mol

物質量と質量の関係

物質量〔mol〕 ＝ 質量〔g〕
モル質量〔g/mol〕……1mol当たりの質量

mol

個

L g
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（1）  黒鉛 0.40molの質量は何 gか。
（2）  マグネシウム 19.2gの物質量は何molか。
（3）  アンモニア 0.50molの質量は何 gか。
（4）  酸素 24gの物質量は何molか。
（5）  炭酸カルシウム 0.50molの質量は何 gか。
（6）  硫化鉄（Ⅱ）17.6gの物質量は何molか。
（7）  塩化カルシウム 222mgの物質量は何molか。また，この中に含まれる

Ca2＋と Cl－の物質量の合計は何molか。

問 5

組成式に相当する粒子
イオンからなる物質は，構成粒子の陽イオンと陰イオンが交互に並んだ構造になっている（●▶ p.56）。
そのため，1molの塩化ナトリウムNaClには，Na＋とCl－がそれぞれ 1molずつ含まれている。
そこで，NaClという粒子は実際には存在しないが，「Na＋」と「Cl－」の 1組を「NaCl」という粒
子と仮定して，その 6.02×1023組分の粒子を 1molと考えている。

解説

12
6Cが12g H2Oが18g Alが27g NaClが58.5g

炭素原子 12
6C

構成粒子
の質量

分子量
式量

1molの
質量

モル質量

水 H2O アルミニウム Al 塩化ナトリウム NaCl

12
6C（原子）

2.0×10－23g

12（基準）

12g/mol 18g/mol 27g/mol 58.5g/mol

1.0×2＋16×1
　　＝18（分子量） 27×1＝27（式量） 23×1＋35.5×1

　　＝58.5（式量）

  H2O（分子）
3.0×10－23g

Al（原子）
4.5×10－23g

NaCl
（組成式に相当する粒子）

9.7×10－23g

それぞれの構成粒子をアボガドロ数個（6.02×1023個）ずつ集める

解説

●⬇表 2　分子量・式量と 1molの関係
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Z o o m 物質量
化学変化における量の関係を表すには，物質を構成する粒子の個数を使ったほうが
便利なことが多い。しかし，構成粒子 1個は非常に小さいため，目に見える大きさ
の物質中の粒子の個数は，非常に大きい値となる。p.102～ 109で学んだ “物質量 ”
はこの問題を解決するための概念である。ここでは，＜物質量の考え方＞を，もう
一度しっかりと身につけよう。

物質量

 なぜ，化学では物質量という考え方を使うの
でしょうか？

物質量に触れる前に少し寄り道しましょう。
このお茶碗

わん
の中にご飯は何粒ありますか？

 数えたことがないですし，数えられないほど
多いと思いますので，まったくわかりません。

 ふつう数えることはないですが，3000粒ぐらい入っています。ご飯をお
茶碗によそう際に，「お茶碗 1杯分」や「お茶碗半分」などといいますが，「ご
飯 1500粒」とはいいませんね。

 はい。「お茶碗 1杯」は日常生活で使う単位のようなものですし，だいたい
のご飯の量も把握できます。

 そうですね。厳密には，お茶碗の種類によってご飯の入る量が異なります
が，ある量のまとまりを 1つの単位のように使うことが，日常生活でもあ
ります。化学でも同様に，12

6C 12g中に含まれる炭素原子の数 6.02×1023

個を 1molという単位にしています。これが物質量という考え方で，mol

はその単位記号です。

 6.02×1023個という集団が
1molですね。数が大きすぎ
て，まったく実感できません。

 1Lの牛乳パック 1本の質
量は約 1kg です。仮に，
1Lの牛乳パックを 10mol

分集めたら，その質量は地
球とほぼ等しくなります。

 molという単位が非常に
大きな数を表していること
がよくわかりました。

3000粒×

10mol分

6.0×1024kg 10×6.0×1023本
（1本当たり約1kg）
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C 実用電池
❶一次電池と二次電池　電池の両極を導線でつないで電流を流す操作を
電池の 放電 といい，放電により，起電力はしだいに低下する。一方，
電池の中には，しばらく放電したものを外部電源につなぎ放電とは逆向
きに電流を流すと，放電のときとは逆向きの反応が起こり，電池の起電
力がもとにもどるものがある。この操作を電池の 充電 といい，充電に
よってくり返し使うことができる電池を 二次電池 または 蓄

ちく
電
でん
池
ち
 とい

う。また，充電による再使用ができない電池を 一次電池 という。
❷マンガン乾電池　正極に酸化マンガン（Ⅳ）
MnO2，負極に亜鉛 Zn，電解質に塩化亜鉛
ZnCl2を主成分とする水溶液を用いた一次電
池を マンガン乾電池 という。日常的に広く
使われている電池である。
❸鉛蓄電池　正極に酸化鉛（Ⅳ）PbO2，負極
に鉛 Pb，電解質に希硫酸を用いた二次電池
を 鉛

なまり
蓄
ちく
電
でん
池
ち
 という。自動車のバッテリーに

使われている。
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分類 一次電池 二次電池

名称

マンガン
乾電池

アルカリマン
ガン乾電池 リチウム電池 銀電池 空気電池 鉛蓄電池 ニッケル－

カドミウム蓄電池 ニッケル－水素電池 リチウムイオン電池（リチウム二次電池）
燃料電池
（リン酸形）

電
池
の
構
成

負極 Zn Zn Li Zn Zn Pb Cd MH C（黒鉛）と Liの化合物 H2

電解質 ZnCl2，NH4Cl KOH Li塩 KOH KOH H2SO4 KOH・LiOH KOH・LiOH Li塩 H3PO4

正極 MnO2 MnO2 MnO2 Ag2O O2 PbO2 NiO（OH） NiO（OH） Li0.5CoO2 O2

起電力 1.5 V 1.5 V 3.0 V 1.55 V 1.3V 2.0V 1.3V 1.35 V 4.0V 1.2V

利用例 懐中電灯，ラジ
カセ，リモコン

懐中電灯，ラジ
カセ，リモコン

時計，カメラ，
火災報知器 時計 補聴器 自動車のバッテ

リー コードレス機器 携帯電話，ハイブ
リッド自動車

携帯電話，ノートパ
ソコン，電気自動車

病院やホテルの電
源

1

2

●⬇表 14　実用電池の例（電池の構成と起電力は代表的なものを示す）※

※リチウムイオン電池を開発した功績から，2019年の
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Z o o m 物質量
化学変化における量の関係を表すには，物質を構成する粒子の個数を使ったほうが
便利なことが多い。しかし，構成粒子 1個は非常に小さいため，目に見える大きさ
の物質中の粒子の個数は，非常に大きい値となる。p.102～ 109で学んだ “物質量 ”
はこの問題を解決するための概念である。ここでは，＜物質量の考え方＞を，もう
一度しっかりと身につけよう。

物質量

 なぜ，化学では物質量という考え方を使うの
でしょうか？

物質量に触れる前に少し寄り道しましょう。
このお茶碗

わん
の中にご飯は何粒ありますか？

 数えたことがないですし，数えられないほど
多いと思いますので，まったくわかりません。

 ふつう数えることはないですが，3000粒ぐらい入っています。ご飯をお
茶碗によそう際に，「お茶碗 1杯分」や「お茶碗半分」などといいますが，「ご
飯 1500粒」とはいいませんね。

 はい。「お茶碗 1杯」は日常生活で使う単位のようなものですし，だいたい
のご飯の量も把握できます。

 そうですね。厳密には，お茶碗の種類によってご飯の入る量が異なります
が，ある量のまとまりを 1つの単位のように使うことが，日常生活でもあ
ります。化学でも同様に，6.02×1023個の粒子の集団を 1molという単位
にしています。これが物質量という考え方で，molはその単位記号です。

 6.02×1023個という集団が
1molですね。数が大きすぎ
て，まったく実感できません。

 1Lの牛乳パック 1本の質
量は約 1kgです。仮に，
1Lの牛乳パックを 10mol

分集めたら，その質量は地
球とほぼ等しくなります。

 molという単位が非常に
大きな数を表しているこ
とがよくわかりました。

3000粒×

10mol分

6.0×1024kg 10×6.0×1023本
（1本当たり約1kg）
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この法則はファラデー（イギリス，1791 - 1867）による 1833年の発見に基づいている。
電子 1個がもつ電気量は決まっているので，電気量は電子の物質量に比例する。
実際には，Fe2＋→ Fe3＋＋ e－の反応のような例外もある。
詳しい値は，9.648533289×104C/molである。

1

2

3

4

❺電気分解の量的関係 CuCl2水溶液を電気分解したとき，電子 2mol

が流れると，陽極では Cl－ 2molが酸化されて Cl2 1molが発生する。
一方，陰極では Cu2＋ 1molが還元されて Cu 1molが析出する。
　　　　　 2 Cl－→ Cl2＋ 2 e－ （82）　
　　　　　 Cu2＋＋ 2 e－→ Cu （83）　
　このとき，流れる電子の物質量が 2倍になれば，電気分解されるイオ
ンの量も生成する物質の量も 2倍になる。また，両極でやりとりされる
電子の物質量は等しいので，電気分解で変化する Cu2＋（二価のイオン）の
物質量は，変化する Cl－（一価のイオン）の物質量の 1

2 倍になる。
　一般に，電気分解で流れる電気量と変化する物質の量には，次のよう
な関係があり，ファラデーの法則（または電気分解の法則） とよばれる。

　電気量の単位はクーロン（記号 C）で，1Cは 1 A
アンペア
の電流が 1秒（記号 s）

間に運ぶ電気量である。したがって，i〔A〕の電流が t〔s〕流れたときの
電気量 Q〔C〕は，次のように表される。

Q〔C〕＝ i〔A〕×t〔s〕＝ i・t〔A・s〕＝ it〔C〕 （84）　
　また，電子 1mol当たりの電気量の絶対値を ファラデー定数 といい，
記号 F〔C/mol〕で表す。ファラデー定数は，電子 1個がもつ電気量の絶
対値（電気素量）e〔C〕とアボガドロ定数 NA〔/mol〕の積で求められる。

F＝ e×NA（＝ 1.602×10－19C×6.022×1023/mol）

 　＝ 9.65×104 C/mol （85）　

●▶ p.199（76）式

1

●▶ p.39 ●▶ p.102

4

陽極
陰極
陽極
陰極

ファラデーの法則

電気分解において，
（1） 電極で生成する物質の物質量は，流れた

電気量に比例する。
（2） 同じ電気量で変化するイオンの物質量は，

イオンの種類に関係なく，そのイオンの
価数に反比例する。

2

3

通じた電気量〔C〕
F 2F 3F 4F0

2

1

4

3
電
気
分
解
さ
れ
る

　

イ
オ
ン
の
物
質
量

　
〔mol〕

Cl－（陽極）

 Cu2＋

（陰極）
法則の（2）

法則
の（1）

イオン化列 K Mg AuPtCa Zn NiFe HgAl Sn PbNa AgCuLi (H2)

K Mg AuPtCa Zn NiFe HgAl Sn PbNa AgCuLi (H2)

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ 
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1 国際単位系（SI）
　使用する単位が，使用する分野や国で異なるのは不
都合があるため，国際度量衡総会（1960）で国際単位系
（SI）が定められた。SIは 7個の基本単位を基礎とし，
それらの積または商の形の組立単位などから構成され
ている。国際純正・応用化学連合（IUPAC）は 1969年
に SIを全面採用し，わが国でも計量法，日本工業規
格（JIS）に採用されている。

2 物理量の単位の示し方と計算例
　単位のついた量を物理量という。すなわち，物理量は数値と単位の積である。
　例えば，モル濃度 1.0mol/Lという物理量は，数値 1.0と単位mol/Lとの積である。
したがって，同じ 1つの物理量でも，単位を変えると数値も変化する。
　　（例）　1 atm＝ 101325Pa

　物理量どうしを計算するときには，数値の計算と同時に，単位の計算も行う。
　　（例）　質量m＝1.0g，モル質量M＝ 40g/mol，溶液の体積 V＝ 0.050Lのとき，

 　　その溶液のモル濃度は，m
M
× 1
V
＝ 1.0g

40g/mol
× 1

0.050L
＝ 0.50mol/L

物理量 名称 記号

長さ メートル m

質量 キログラム kg

時間 秒 s

電流 アンペア A

熱力学温度 ケルビン K

物質量 モル mol

光度 カンデラ cd

倍数 接頭語 記号

1012 テラ T

109 ギガ G

106 メガ M

103 キロ k

102 ヘクト h

10 デカ da

10－1 デシ d

10－2 センチ c

10－3 ミリ m

10－6 マイクロ y

10－9 ナノ n

10－12 ピコ p

物理量 名称 記号 SI基本単位
による表現

力 ニュートン N m kg s－2

圧力 パスカル Pa m－1 kg s－2

（＝ N m－2）

エネルギー ジュール J
m2 kg s－2

（＝ N m）
（＝ Pa m3）

仕事率 ワット W m2 kg s－3

（＝ J s－1）
電気量 クーロン C A s

電位差 ボルト V m2 kg s－3 A－1

（＝ J A－1 s－1）
セルシウス
温度

セルシウス
度 ℃ K

物理量 SI基本単位
による表現

面積 m2

体積 m3

速さ m s－1

加速度 m s－2

密度 kg m－3

モル体積 m3 mol－1

モル濃度 mol m－3

比熱 m2 s－2 K－1

（＝ J kg－1 K－1）

熱容量 m2 kg s－2 K－1

（＝ J K－1）

●⬇表 4　SI接頭語●⬇表 2　固有の名称と記号をもつ SI組立単位 ●⬇表 3 その他の SI組立単位

●⬇表 1　SI基本単位

物理量 名称 記号 SI基本単位による表現
長さ オングストローム Å 1Å＝ 10－10m

圧力 標準大気圧 atm 1atm＝ 101325Pa

体積 リットル L 1L＝ 10－3m3＝ 1dm3

エネルギー 熱化学カロリー cal 1 cal＝ 4.184 J

●⬇表 5　SI以外の単位

体積の単位 リットル は SIと併
用される単位で，記号は「 L」ま
たは「 l」とされている。しかし，
「 l」と記す書籍もある。
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アボガドロ数 102
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 130
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アマルガム 82
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アルカリ 134
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アルカリマンガン乾電池
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アルゴン 53
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アルミニウムの製錬 196
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イオン化傾向 183
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陰イオン 46
陰極 197
陰極線 42
陰性 47

液体 35
エタノール 70,A
エチレン 70,A
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塩 157
塩化亜鉛 190,B
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 136,B
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塩化銀 30,B
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  157
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塩化水素 62,64,134,B
塩化スズ（Ⅱ） 172
塩化銅（Ⅱ） 199,B
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塩化物イオン 47
塩化マグネシウム 20,B
塩基 134
塩基性 134
塩基性塩 157
塩基性酸化物 137
塩基の価数 138
塩酸 134
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資料資料編

1 国際単位系（SI）
　使用する単位が，使用する分野や国で異なるのは不
都合があるため，国際度量衡総会（1960）で国際単位系
（SI）が定められた。SIは 7個の基本単位を基礎とし，
それらの積または商の形の組立単位などから構成され
ている。国際純正・応用化学連合（IUPAC）は 1969年
に SIを全面採用し，わが国でも計量法，日本産業規
格（JIS）に採用されている。

2 物理量の単位の示し方と計算例
　単位のついた量を物理量という。すなわち，物理量は数値と単位の積である。
　例えば，モル濃度 1.0mol/Lという物理量は，数値 1.0と単位mol/Lとの積である。
したがって，同じ 1つの物理量でも，単位を変えると数値も変化する。
　　（例）　1 atm＝ 101325Pa

　物理量どうしを計算するときには，数値の計算と同時に，単位の計算も行う。
　　（例）　質量m＝1.0g，モル質量M＝ 40g/mol，溶液の体積 V＝ 0.050Lのとき，

 　　その溶液のモル濃度は，m
M

 × 1
V

 ＝ 1.0 g
40g/mol

 × 1
0.050L

 ＝ 0.50mol/L

物理量 名称 記号

長さ メートル m

質量 キログラム kg

時間 秒 s

電流 アンペア A

熱力学温度 ケルビン K

物質量 モル mol

光度 カンデラ cd

倍数 接頭語 記号

1012 テラ T

109 ギガ G

106 メガ M

103 キロ k

102 ヘクト h

10 デカ da

10－1 デシ d

10－2 センチ c

10－3 ミリ m

10－6 マイクロ y

10－9 ナノ n

10－12 ピコ p

物理量 名称 記号 SI基本単位
による表現

力 ニュートン N m kg s－2

圧力 パスカル Pa m－1 kg s－2

（＝ N m－2）

エネルギー ジュール J
m2 kg s－2

（＝ N m）
（＝ Pa m3）

仕事率 ワット W m2 kg s－3

（＝ J s－1）
電気量 クーロン C A s

電位差 ボルト V m2 kg s－3 A－1

（＝ J A－1 s－1）
セルシウス
温度

セルシウス
度 ℃ K

物理量 SI基本単位
による表現

面積 m2

体積 m3

速さ m s－1

加速度 m s－2

密度 kg m－3

モル体積 m3 mol－1

モル濃度 mol m－3

比熱 m2 s－2 K－1

（＝ J kg－1 K－1）

熱容量 m2 kg s－2 K－1

（＝ J K－1）

●⬇表 4　SI接頭語●⬇表 2　固有の名称と記号をもつ SI組立単位 ●⬇表 3　その他の SI組立単位

●⬇表 1　SI基本単位

物理量 名称 記号 SI基本単位による表現
長さ オングストローム Å 1Å＝ 10－10m

圧力 標準大気圧 atm 1atm＝ 101325Pa

体積 リットル L 1L＝ 10－3m3＝ 1dm3

エネルギー 熱化学カロリー cal 1 cal＝ 4.184 J

●⬇表 5　SI以外の単位

体積の単位 リットル は SIと併
用される単位で，記号は「 L 」ま
たは「 l 」とされている。しかし，
「 l 」と記す書籍もある。
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この法則はファラデー（イギリス，1791 - 1867）による 1833年の発見に基づいている。
電子 1個がもつ電気量は決まっているので，電気量は電子の物質量に比例する。
実際には，Fe2＋→ Fe3＋＋ e－の反応のような例外もある。
詳しい値は，9.648533212×104C/molである。

1

2

3

4

❺電気分解の量的関係 CuCl2水溶液を電気分解したとき，電子 2mol

が流れると，陽極では Cl－ 2molが酸化されて Cl2 1molが発生する。
一方，陰極では Cu2＋ 1molが還元されて Cu 1molが析出する。
　　　　　 2 Cl－→ Cl2＋ 2 e－ （82）　
　　　　　 Cu2＋＋ 2 e－→ Cu （83）　
　このとき，流れる電子の物質量が 2倍になれば，電気分解されるイオ
ンの量も生成する物質の量も 2倍になる。また，両極でやりとりされる
電子の物質量は等しいので，電気分解で変化する Cu2＋（二価のイオン）の
物質量は，変化する Cl－（一価のイオン）の物質量の 1

2 倍になる。
　一般に，電気分解で流れる電気量と変化する物質の量には，次のよう
な関係があり，ファラデーの法則（または電気分解の法則） とよばれる。

　電気量の単位はクーロン（記号 C）で，1Cは 1 A
アンペア
の電流が 1秒（記号 s）

間に運ぶ電気量である。したがって，i〔A〕の電流が t〔s〕流れたときの
電気量 Q〔C〕は，次のように表される。

Q〔C〕＝ i〔A〕×t〔s〕＝ i・t〔A・s〕＝ it〔C〕 （84）　
　また，電子 1mol当たりの電気量の絶対値を ファラデー定数 といい，
記号 F〔C/mol〕で表す。ファラデー定数は，電子 1個がもつ電気量の絶
対値（電気素量）e〔C〕とアボガドロ定数 NA〔/mol〕の積で求められる。

F＝ e×NA（＝ 1.602×10－19C×6.022×1023/mol）

 　＝ 9.65×104 C/mol （85）　

●▶ p.199（76）式

1

●▶ p.39 ●▶ p.102

4

陽極
陰極
陽極
陰極

ファラデーの法則

電気分解において，
（1） 電極で生成する物質の物質量は，流れた

電気量に比例する。
（2） 同じ電気量で変化するイオンの物質量は，

イオンの種類に関係なく，そのイオンの
価数に反比例する。

2

3

通じた電気量〔C〕
F 2F 3F 4F0

2

1

4

3
電
気
分
解
さ
れ
る

　

イ
オ
ン
の
物
質
量

　
〔mol〕

Cl－（陽極）

 Cu2＋

（陰極）
法則の（2）

法則
の（1）

イオン化列 K Mg AuPtCa Zn NiFe HgAl Sn PbNa AgCuLi (H2)

K Mg AuPtCa Zn NiFe HgAl Sn PbNa AgCuLi (H2)

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ 

発 展
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　物質量は粒子の数の集団を
表すので，物質量を用いると
きには，着目する粒子が何か
を明らかにする必要がある。
　例えば，「酸素原子 O 1mol」
は，Oが 6.02×1023個の集団で
あるが，「酸素分子 O2 1mol」
は，O2が 6.02×1023個の集団で
ある（つまり，酸素原子 Oは 2倍の 12.04×1023個）。ただし，ふつう「酸素
1mol」といえば，酸素分子 O2 1molのことをさす。

（1） 炭素原子 1.8×1023個の物質量は何molか。　
（2）  水素分子 3.0molは，何個の水素分子から構成されているか。
（3）   二酸化炭素 0.75molに含まれる二酸化炭素分子の数は何個か。また，

酸素原子の数は何個か。

B 物質量と質量
　原子量や分子量，式量は，炭素原子 12

6Cの質量を 12としたときの相
対質量であることを学んだ。例えば，アルミニウム Alの原子量 27は，
12

6C原子 1個の質量を 12としたときの Al原子 1個の質量が 27である
ことを意味している。この質量の比は，粒子 100個の集団で考えても，
6.02×1023個の集団（1mol）で考えても同じである。
　例えば，12

6C原子 1個の質量は 1.99×10－23gという非常に小さな数で
あるが，これを 1mol（6.02×1023個）集めると，その質量は 12gになる。
同様に，Al原子を 1mol集めると，その質量は 27gになる。
　このように，物質を構成する粒子 1mol当たりの質量を モル質量 と
いい，その単位記号には g/molを用いる。モル質量は，原子量・分子量・
式量の数値に単位 g/molをつけて表される。

●▶図 4

問 4

●▶ p.104表 2

酸素分子O2が 6.02×1023個

酸素原子Oが 6.02×1023個

酸素原子Oは 12.04×1023個

酸素原子O 1mol

酸素分子O2 1mol

●⬆図 4　酸素原子 1mol と 酸素分子 1mol

物質量と質量の関係

物質量〔mol〕 ＝ 質量〔g〕
モル質量〔g/mol〕……1mol当たりの質量

mol

個

L g
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